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開設以来５年の長きに亘って、理事長を務めて頂きました、舩本幸二氏が退任されることとなり、この度、第 5 回通

常総会において、理事長に推薦されました猪谷義弘です。 

大阪府北部コミュニティカレッジ理事長の大役をお引き受けするに当たり、今迄に多くの

諸先輩の方々との出会いがあったことに、心より感謝申し上げます。 

振り返ってみますに、大阪府高齢者大学校アクティブシニア講座１期生「健康福祉科」受

講生としての講師との出会い、終了後はクラス仲間、地域同窓会の会員の皆様との出会い、

そしてＮＰＯ大阪府高齢者大学校立ち上げ時に、アウトドア科のアシスタントをお引き受け

したのが、始まりでは無かったかと思います。当時の理事長（故）長井氏には「ＮＰＯの組

織について」、副理事長の舩本氏には「組織を纏めていくための人間関係を含めた目配り、気

配り、思いやり」について、そして当時の事務局長には、「ＮＰＯ経営面での厳しさ」を教わ

ったように思いますが、それにも増して、アシスタントとして共通の悩みを話し合った仲間がいたことが、今日の活動

の原点では無かったかと考えます。 

その後、平成２４年に新たに大阪府北部にも、学びの場が欲しいとの高齢者大学北部地区同窓会の皆さんの要望の基

に、土曜会を立ち上げ、検討してまいりました。当時、病気療養中だった舩本氏を、現事務局長の杉本氏と二人で度々

訪ね、病院の待合室で打ち合わせを重ねたことが今でも鮮明に記憶に残っております。 

立ち上げまでには、紆余曲折はありましたが、平成２４年１２月１日、中村鋭一氏を迎え「元気を出そうシニアたち」

の設立記念講演会を皮切りに、２５年４月に２年制の講座（５学科６クラス）をスタートとすることができました。 

またその間に集まった仲間たちは、皆さん方夫々の思いで、夫々の

考えで、学校運営に、ご参加頂いたことだと想像いたします。ボラン

ティアに参画される動機は、①「自分探し」 ②「利他心」 ③「理

念の実現」④「自己成長と技術の習得・発揮」 ⑤「レクレェーショ

ン」 ⑥「社会適応」 ⑦「テーマや対象への共感」などが考えられ

ますが、このように動機がそれぞれ違う仲間たちが一緒に活動してい

くには、当然ながら温度差や考え方の違いなどもあり、時として衝突

もあります。たとえ温度差がある個人個人も集団となって、バランス

のとれた組織として、大きな力を発揮できることと確信しています。

それは私が好きな詩で、金子みすゞの「私と小鳥と鈴と」にある『み

んなちがって、みんないい』のようだと思います。 

これからは、新たなメンバーが、一人一人力を併せて一歩でも理想に近づけるよう、邁進する所存でございます。そ

して、次世代に繋げていくためにも、各市町村との連携を更に深め、より地域に密着したカレッジを目指してまいりま

すので、今迄に倍旧して、ご協力賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

平成２９年８月  ＮＰＯ法人 大阪府北部コミュニティカレッジ  理事長 猪谷義弘 

 

 

平成３０年度の受講生募集の一環として 又、ＯＮＣＣの学科内容を広く理解いただくために、各学科の教室で
「オープンキャンパス」を１０月５日「わくわくアウトドア科」を皮切りに９学科の各教室で開催します。 

学科の内容はもとより、授業の楽しさや面白さ、講師の進め方や話術、教室の雰囲気などを皆さんご自身の見聞きで 

是非お確かめください。 

在校生の皆さん、同窓会・シルバーアドバイザーの方々、お友達や地域の皆様のご来場をお待ちしています。 

 詳細は、本紙 8 ページ「オープンキャンパスの開催予定」並びに、“案内チラシ”をご覧ください。 
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２年目の１学期は土方先生をはじめ、２名のＣＡさんや関係者のご支援に感謝し仲間との継続学習を喜びつつ、更なる画力

のレベルアップを誓って迎えた１学期でした。１年目は不安と慣れない面もありましたが、

２年目は土方先生の重点指導要綱の ①自分を見つけ出す ②なにを描きたいのかテー

マを絞る ③たくさん描いて見る・・・『人目に触れるという意識は絵を緊張感のある締

まったものにし、描き手の実力を上げる』とのご指導を受講生の皆さんが実践されたのか、

個性を感じる作品が多くなってきました。 

２学期のはじめから、夏休み課題作品観賞と合評、秋のふれあい交流祭の作品展示、卒

業作品展示など続きます。今後も、描く作業を共有する仲間を大切にする楽科（たのしいか）にしたいと思います。 

皆さんよろしくお願いいたします。 【文： 宮崎 茂】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

当科の講義も１年と３ヶ月が過ぎました。２年目が始まり、2 年制授業の長所が発揮さ

れています。受講生のみなさまは１年が過ぎ、互いに親しくなりました。また、土方先生

の誠意かつ熱意ある講義が２年続いたことにより、受講生の絵画力もレベルアップしまし

た。親しい友達ができたこと、絵が上手になったことの相乗効果により、とても楽しいク

ラスになりました。お陰で、ＣＡの私も楽しく、クラス運営のお手伝いをさせていただい

ています。 

１１月のふれあい交流祭の展示、来年２月の阪急高槻駅の”ケヤキ”における卒業作品発表会において、皆様方に作品を観

ていただきたくことを楽しみにしています。 【文 CA 松田英夫】 

 

 

２年目に入り、若井先生の「鑑真と奈良仏教」でスタートしました。班メンバーの組み変えがあり、ほどよい緊張感での再

スタートです。６月に入り狩野先生「桓武朝」、柳沢先生「薬子の変」まで進みました。

三先生の魅力溢れる講義が今後も楽しみです。５月にはボランティアガイドの方の案内

で校外学習「豊中の古墳探訪」に出かけ、原田神社―大塚古墳―大石塚・小石塚古墳を

巡りました。 

原田神社は天武１２年(684)に創建され最盛期には吹田から尼崎に到る７２ケ村を信

仰圏としていたそうです。1781 年に社地より銅鐸２口が出土し、その鋳型は茨木市の東

奈良遺跡から出土しているとの事です。 

大石塚・小石塚古墳は４世紀末の前方後円墳です。この２基を含む桜塚古墳群では４４基の古墳が確認されていましたが、

３９基は宅地開発で、消失してしまったそうです。 

６月には大津方面に現地探訪に行き、建部大社、近江神宮等を見学してきました。これから交流祭の準備が始まり、新しい

班のメンバーとも一層親交が深まる事でしょう。 【文： 内野博子】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

クラスの体制を５班から４班に再編成しました。クラス代表や班長等の委員がスムーズに

決まり、２年目が順調にスタートしました。３名の講師による講義は毎回熱心に聴講されて

います。また、豊中の古墳を巡った校外学習や滋賀国庁跡、大津京、近江神宮などを訪れた

現地探訪も、大変好評でした。 

午後の活動については、班長を中心に班活動が活発に行われており、ＣＡとしては１年目

よりも気楽に見ておられるような状況です。今後とも、受講生が仲間たちと充実した時間が

持てるよう、引き続きサポートしてゆきたいと考えています。 【文： CA 柴口卓二】 

一学期の活動を終えて！ 

キャンバスライフ(水彩)科 ４期生 高槻教室 

歴史のロマンと謎に迫る科 ４期生 茨木教室 
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当科は２年コースで、今年度は２年目になります。講師の先生は昨年に続き、歴史は若井先

生、古典文学は大森先生とたつみ先生の３人の先生に学んでいます。歴史は昨年度の古代史・

中世史に続き、鎌倉時代から戦国時代までを受講し、古典文学は大森先生に「日本霊異記」を、

たつみ先生に「平家物語」と「太平記」を学んでいます。講義では毎回新しい発見があり、ユ

ーモアあふれる楽しい講義で２時間が瞬く間に過ぎてしまいます。 

午後は各班（４班）に分かれて、今年度の研究テーマを議論したり、懇親会で親睦を深めた

りしています。校外学習では、ボランティアガイドに案内してもらっての史跡等の見学会を３回実施しました。１回目は池田

の織り姫伝説ゆかりの呉服（くれは）神社、史跡等を、２回目は高槻の高山右近の史跡や今城塚古墳を、３回目は宇治の三室

戸寺など源氏物語・宇治十帖の史跡を見学して回りました。 【文： 中川慎一】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

当科は２年目に入り、７名の中途編入の方を迎え、４２名でスタートしました。 

４班編成の各班内の融和もうまく行っており、夫々良くまとまって、各テーマに向けて、

活動されています。科全体の校外学習も、３回共、夫々各方面に楽しく、各見学会は成果が

有ったと思います。講師の若井先生、たつみ先生、大森先生は夫々に、非常に個性のある、

ユニークな講義で、毎回、巧みなユーモアと意外な展開に引き込まれる状況で、皆さん、歴

史・古典の過去の知識の上に、又 新しい発見を見出されている様子です。今後も、皆さん

に「楽しく学んでもらう事」を第一に心掛けて行きたいと思います。 【文： CA 岡田哲雄】 

 

 

２年目に入った我々の科は４４名でスタートを切りました。 

今年は現地探訪が去年より多く、京の東寺から始まり、平安宮跡、長岡宮跡、山崎の古戦場

跡等を訪ね、これから高槻付近の史跡を訪ねてゆく予定です。 

狭義の西国街道は京都東寺口から西宮の区間を指し、山崎路とも呼ばれ、山崎宿、芥川宿、

郡山宿、瀬川宿、昆陽宿、西宮宿の６つの宿が設けられていたそうです。大阪を経由せず、西

国へ抜ける脇街道として西国大名の参勤交代にも利用され、大いに街道沿いは繁栄したといわ

れています。 

私たちはテレビや書籍でよくこれらの史跡の名前だけは目にしますが、やはり実際の現地を訪ね、自分の足でそこに立って

みると、五感が自然と深く働き、当時の香り、面影、彩り、品、思い等がひしひしと伝わってきます。 

この講座で皆と仲良く楽しい時間が過ごせることに今、感謝しております。 【文： 臼井 宏】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

今年度も西国街道とその周辺地域における社寺や旧跡をめぐり、その地の歴史を探訪して

います。現地を見て、聞いて、歩きながら、古き良き時代の旅に思いを馳せています。 

昔ながらの街道筋、宿場の面影を残す格子窓の民家、漆喰の白壁など当時の落ち着いた佇

まいに出会い、往時の姿が偲ばれます。 

現地の探訪に出歩く機会が多いので、ケガ、体調不良等、事故の無いよう、無理のない計

画で、受講生の皆さんとともに、より一層楽しい時間を過ごせるように、心がけていきます。 

【文： CA 林 吉 弘】 

 

 

福祉関係の授業は介護や貧困とか独居等の重いテーマが多く、気分的に落ち込みそうになります。しかし、４ヶ月間学んで

きて、何とかやっていけそうな気がしてきました。講師の先生方はできるだけ明るく、解り易いように講義を進めて下さり、

ありがたく思っております。座学がほとんどですが、校外学習で教室ごとの親睦を図り、班別に懇親会を開き、趣味を通して

の会合や飲み会なども行なわれ、楽しいクラスになりました。クラス全体での施設見学では、吹田市にある「特別養護老人ホ

ーム」を見学させて頂きました。丁寧な説明と、綺麗で整った設備を見て、最後に質疑応答も

あり、充実した貴重な体験ができました。1 番驚いたのは、入所希望者の多さです。 

７月下旬、阪大の博物館にも行き、学食で思い思いの昼食を採った後、先生から説明を受け

ました。校外学習は楽しい企画です。夏休み後は、大学提携授業も予定されており期待してい

ます。特に「ふれあい交流祭」では、クラス全員で力を合わせ、楽しくやり遂げたいと思って

います。 【文： 佐藤敬一】 

池田の呉服神社境内 

地域福祉を学ぶ科 ５期生 豊中・吹田・高槻教室 

宇治十帖のモニュメント前 

歴史と古典文学を学ぶ科 ４期生 豊中教室 

西国街道の史跡を訪ねる科 ４期生 豊中教室 
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」 人々が動く所に存在するサービスは福祉に関係

あるのではないか。 

地域福祉を学ぶ科は豊中・吹田・高槻の３教室からなっていて、地域に合った講座が１０

講座 各教室は２０名以下の少数で運営され 5 月の校外学習も教室別で池田のラーメン館・

嵐山広沢の池‣高槻市森林観光センターなどに行き有意義な親睦の場となりました。 

一学期は高齢者福祉の講座が多く、自分の今後起きうる可能性として聞き入れ、自分を顧

み元気が第一だと思いました。 

１１月のふれあい交流祭に向かつて年間学習テーマを決め、夏休み期間に活動テーマ先を訪問し資料を集め２学期からのワ

ークショップなどで内容を整備し、福祉を理解される発表を目指します。 

今後ともクラス内で交流できる場を作っていける様に頑張りたい。 【文： CA 神保隆之】 

 

当科は女性２３名、男性９名の計３２名の構成です。 

若井敏明先生・鈴木明子先生・斉藤恵美先生が交代で講義をしてくださっています。 

新学期以降、卑弥呼・神功皇后、ヤマトタケル、推古天皇と聖徳太子、ヤマトトトヒモモ

ソヒメ、中大兄皇子、藤原不比等、天武天皇・持統天皇、大津皇子・大伴皇子、聖武天皇、

大伴坂上郎女、阿倍仲麻呂、行基、鑑真についての講義を受けています。 

その間にもクラスミーティングや班別見学会、校外学習では教室を飛び出しフィールドワ

ーク？を楽しんでいます。 

大阪歴史博物館やアサヒビール吹田工場の工場見学など思い出になっています。 

今後も和気あいあい、授業をしっかり聴講するばかりではなく、仲間づくりにも励んでいこうと思っております。 

大阪歴史博物館の校外学習では、学芸員の方から説明を受け丁度開催されていた「渡来人いずこより」の特別展を２時間に

わたり見学の後、午後は場所を変えて懇親会を開き親交を深めました。 

広報担当の私は摂津教室のブログを立ち上げて、情報を発信したいと思っています。 【文： 末永 宏】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

今年度から、CA として活動することになり、受講生が楽しく学べるような環境作りを心

がけて教室運営に努めています。午後のルーム講座の内容については受講生の希望を募り

それに沿って実施しています。 

受講生の自主的な活動を重んじ、班活動・クラス活動を通じて仲間づくりが出来るよう

に進め、教室トピックス発信も受講生が積極的に取り組んでいます。 

秋のふれあい交流祭に向けて各班が決めたテーマに取組み中で、楽しく学んだ事の発表

の場となるように少しでもお手伝い出来たらと思っています。 

あっという間に一学期が終わりに近づいたが、来年卒業時には全員がこの教室で学んでよかったなぁと思える想い出ある摂

津教室にしたいをモットーに活動中です。 【文： CA 黒木武紀】 

 

 

古代歴史は謎が多く、受講毎に興味が募り毎週の講義が楽しみです。 

校外学習での今城塚古墳、現地探訪での近つ飛鳥博物館、一須賀古墳群など現地見学会は強く印象に残り、繰り返し思い出

します。 

交流祭の班のテーマ選びは少し時間が掛かり、１回目は「渡来人」を候補にあげ、大阪歴

史博物館の特別展「渡来人いずこより」を各人で見学したが、テーマとして魅力に欠け見直

しとなった。 

テーマは「神功皇后」に決定し、ゆかりのある西宮の「廣田神社」を班別行動で訪れた。

緑濃い樹木に囲まれ、神々しい格式を感じる神社であった。漱ぎを済まし参拝、当神社の由

来について宮司さんの熱の入った説明を聞き感動した。神功皇后凱旋途上の難事に天照大御

神御魂の助けを神託で受け宮を創建、無事帰還された由来があるという。 

この宮の神井水は西宮の酒造りを支える「宮水」の起源となっている。帰り道に近くの白鷹禄水苑に立ち寄る。由緒ある家

具、往時の酒造りの道具を拝見、利き酒を味わい幕引きとし、交流祭に向け弾みをつけた。 【文： 辻 幹男】 

歴史と文学の人と心を学ぶ科 ５期生 摂津教室 

歴史のロマンと謎に迫る科(古代） ５期生 高槻教室 
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

早や３か月、邪馬台国から始まった古代も三百年経ちましたが、講師陣のユーモアと現代への例え・風刺が織り交ざり、充

実した楽しい授業が続いています。 

又、古代に関わりのある所へ現地学習を行いました。校外学習で継体天皇（6C）の今城塚

古墳・古代歴史館、闘鶏野神社他古墳、新池埴輪製作遺跡を探訪。現地探訪ツアーで、近つ

飛鳥博物館、一須賀古墳群（6～7C）を探訪。大きな石室に入って古代を体感しました。 

午後の活動では高槻市の出前講座実施（①悪徳商法の被害に遭わないために②歴史の宝庫

高槻）、地域交流活動で高大同窓会と交流（マジックの実演と実技指導）を行いました。又、

班活動については、班のテーマ・何をやるか等をよく検討して、校外学習等を実施。 

これらを通じて、受講生の皆さんの親交も深まってきたようです。 【文： CA 藤本 哲】 

 

 

私は１期生の歴史文学科で２年、歴史ロマン科で２年学びました。今年度も、あっという間の４か月が過ぎようとしていま

す。私は前やその前のクラスの方も多くクラスにおられますので友達も多くいて楽しい班活動を送っています。 

校外学習では、５月に妙見の森でバーベキューを楽しみ、６月は京都三十三間堂と京都博物

館を見学しました。三十三間堂はいつ来ても荘厳で、すばらしかったです。午後は班活動で今

年のふれあい交流祭の班テーマ「楠木正成・正行のロマンと謎に迫る！！」の史跡探訪を実施

しました。六波羅蜜寺と桜井の別れの桜井の駅跡を訪ね、折角なので水無瀬神宮まで足を伸ば

し、結構歩きましたが最後のビールを楽しみに水無瀬駅近くの“がんこ”に行きましたが、改

装中でお休み！次回の探訪に楽しみを繰り越しました。 【文： 武田通夫】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

豊中アクア文化会館での入学式で新学期が始まり、早いものでいつの間にか一学期も終わ

りました。廣瀬 CA と二人三脚で手探り状態、５４人の受講生の方が仲良く楽しい教室にな

れるか心配でしたが日にちを数える暇もなく皆さん楽しく和気あいあいと授業に、校外学習

にと過ごしています。 

校外学習では、妙見山のバーベキューを楽しみ、三十三間堂見学の後は京都の史跡を訪ね

ました。ルーム講座も２回、「介護保険制度について」、「猪名川の水辺～古代・中世の豊中」

と話していただきました。 

講師の先生も歴史講師では人気の若井先生、若手の魅力的な講義で生駒先生、曽我部先生と木村先生と新しい学説による講

義。受講生の皆さんは熱心に耳を傾けておられます。 【文： CA 山上田起子】 

 

 

「わくわくアウトドア科」の活動を、ある日の私の経験からご紹介します。‐‐‐左足の親

指付け根が痛い、30 年振りの靴擦れだ。履き慣れた靴なのに。今日のグラウンドまで、残り５

００ｍはあるな。家から６ｋｍ位は運動前の軽い足慣らしと、速足で来たけれど。初めの登り

の頑張りに無理があったか？ 痛む左足をかばって右足に重心を移したら、今度は右足が筋肉

痛。これでは“わくわく”じゃなくて“いらいら”しながらの見学も覚悟が必要。仕方ない、

ペースを少しだけ落とそう。それでもこの後、筋肉痛が 6 日間続きました‐‐‐次回スカイク

ロスの時は自転車にしよう。いや、六甲デイキャンプのように電車にしよう。パークゴルフ場

は近いから歩いて、ウォークラリーは‐‐‐運動前後のストレッチをもっと丁寧に時間を掛けて‐‐‐等々。 

この歳になった今の私にとって適正な運動負荷量はどの程度なのか、本当にわくわく（ドキドキ）しながら探っているとこ

ろです。 【文： 名取 孝】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

一学期は４月５日の入学式よりスタートですが、何分はじめてのことばかり、わけがわから

ない内に入学式を迎えました。そのまま クラス・オリエンテーションの日になり、関係者の

皆様にはご迷惑をお掛けし、申し訳ありませんでした。 

くるくるプラザでの授業をはさんで、天気にも恵まれたデイキャンプでは、ようやく楽しむ

事が出来ました。そのころには先の授業のグラウンド、会場、教室の予約等あり 待った無し

です。しかしＡＥＤ講習や認知症サポーターの講習等もできました。一学期も後２回の授業を残すのみとなりましたが、夏休

み中の阿波踊りをはさんで徳島阿南のマリンスポーツを楽しみに頑張ろうと思います。 【文： CA 伊藤康太】 

妙見の森でバーベキュー 

六甲山・デイキャンプ 

歴史のロマンと謎に迫る科(中世) ５期生 豊中教室 

わくわくアウトドア科 ５期生 吹田教室 

ストックウォーキング
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旅好きな私はブラッとカメラ片手に念願の一人旅に出かけようと夢を持ちカメラ歴もなく入学しま

した。 

先生は酸いも甘いも噛み分けたおおらかな先生で生徒の無理難題？な質問にも穏やかに懇切丁寧に

説明され、感性・個性を大切にされるウイットにとんだ方です。初心者にも分かりやすく授業を進め

られ、カメラの基本である「絞り」、「シャッタースピード」,「構図の取り方」等の講義の後に、実写

の時間も有りましたが、なかなか上手く撮れません。「京都植物園」、「万博記念公園」、「大阪駅の時空

の広場」とロケにも行きましたが、いかんせん感性がなく、ロケの度に出す作品がなくどの作品を出

そうかと悩み落ちこぼれています。上達が遅くとも先生・仲間との出会いが「宝」であり教室で学ぶ

ことは生きがいでせっせと楽しみに通っています。来春桜の頃は、流行りの服を着て一人旅に出て車

窓から流れる景色を楽しんでいる自分を想像しているこの頃です。 【文： 林 菖蒲】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

２年コースだった「カメラ・フォトグラフ科」が、今年は、１年コースになって、新たに「カメラをもって遊ぶ科」とし

てスタートしました。1 年短くなった分、ロケ撮影の頻度が多くなり、遊ぶというより、結構ハードと言えるカリキュラム

になっています。 

初心者からベテランまで、カメラの知識や撮影テクニックに差は有るものの、皆さん個性

的な写真を撮れるようになろうと真剣に学んでいます。何を撮っていいのか分からなかった

方も、授業を重ねるごとに、何を撮りたいのか考えるようになってきているようです。卒業

する頃には、皆さんの感性が磨かれて、遊び心をもって、楽しく、自分の撮りたい写真が撮

れるようになっていることを期待しています。 【文： CA 江島一辰】 

 

 

絵は好きでしたが基礎を知らないため、何時までたっても域を超えず何とかしたいと思っ

て受講させていただきました。鉛筆の削り方、持ち方、更に物の見方、捉え方といった基礎

から教えていただき,その上で土方先生の２分間の制限時間内での各人の添削をしながらの

構図の作り方、鉛筆や筆の持ち味を生かしての描き方、小道具を使ってのテクニック、光と

影の付け方などの実技指導はマジックを見るような驚きの連続です。なるほどと感心しなが

らも、いざ自分で描こうとすると、全く上手く描けず、簡単にはいかない。練習が大事だと

思い知らされるばかりです。先生の言われる“絵を描く事にルールのないのがルールだ”この言葉を糧に“自分スタイルの絵”

探しがスタートに着いたところです。 【文： 吉田淳二】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

会社勤めを終えた後４年ほど絵の勉強をしました。ＯＮＣＣで油彩を、高大で水彩を勉

強しましたが年数を積めばうまくなるかといえばそうでもないですし、ある意味限度を感

じていました。少し休んで、又 意欲が湧いてくるまで待とうかなと思っている時に、水

彩のＣＡの話があり、迷いましたが引き受けてみることにしました。 

さて、実際にやってみると日々新しい事で勉強の連続です。今まで他人にやってもらっ

ていたことがいかに多かったか、パソコン、写真、メール、苦戦はしていますが、引き受

けていなければ出来なかった事が少しずつ出来ていく充実感もちょっぴり味わっており

ます。自身はできるだけ前に出ず、皆さんが気持ちよく勉強できるような環境を作り、自主性を尊重する教室運営を側面から

応援していきたいと思います。 【文： CA 野呂隆三】 

 

 

ヴァイオリン協奏曲「四季」と問えば多くの方々はそれは「イタリア ベネチア生まれのヴ

ィヴァルディの作曲である」と即答されると思います。が！私には超難問です。ただその難

問も松本先生から、音楽家の生い立ち、歴史的時代背景を映像と共に聴き入り、アンサンブ

ル・サビーナの皆さまの息遣いが聞こえる距離感での生演奏は全身に痺れを来たし確実に記

憶され解決していきます。 

今回は「四季」の中で「夏」の演奏でしたが激しい起伏のある楽曲を堪能しました。 

クラシック音楽にまったく興味がなかった私が「音楽を楽しく学ぶ科」で４期と５期に在

籍。あとどれだけこの至福の時を過ごせるのか、今後の講義に楽しみが増すばかりです。 【文： 島崎 忍】 

カメラをもって遊ぶ科 ５期生 茨木教室 

水彩とパステルのアート科 ５期生 吹田教室 

音楽を楽しく学ぶ科 ５期生 池田教室 
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

講師の松本先生の独特の間のある話し方や、今までと違った見方からの面白い講義の内

容。アンサンブル・サビーナさんのごく近くでの生演奏！！ 凄い魅力です。 

梅雨でかなりな雨が降っていても、長靴を履き、駅から歩いて来られる受講生の方たち

の頑張ろうという気持ち、それと雨でも来るよという意気込みには感謝、感謝です。 

二学期はふれあい交流祭に向け松本先生指導の合唱練習や楽器体験講座もあります。そ

して舞台での発表！！  ワクワクです。 

心配しながら引き受けたＣＡも先生や皆んなに助けられて、今や先生の講義を必死で聞き、生演奏を楽しみにしている受講

生の一人に…。皆さまありがとうございます。 【文： CA 北原光子】 

 

 

 

ただ歩き回る事と読書が毎日の楽しみである私が、西国街道の箕面周辺を歩いていたとき、ふと思った。過去の人たちもこ

こを歩いていた。どんな日常の中で何を思って歩いていたのか? と. そんなきっかけで昨年この講座を申し込みました。 

入学後３か月経過しましたが、外国旅行で２回、目の白内障手術で２回の計４回も欠席し

た私が語ることは余りありません。 

ただこのテーマへの興味は一層増したような気がしています。情熱的な前田先生の講義が

楽しいことも事実なのですが、加えて事実を求めそれを積み上げても真実は見つからない世

界のようだから、求めるものの思い・期待・推理が自由に羽ばたける世界が広がっていると

思われるからです。 

リアルな世界での仕事が無くなった年金生活者にとって、魅力的な世界がそこにありそう

な気がして、何か嬉しい今日この頃です。自治会や社協の活動で日々忙しくなってきましたが、二学期も意欲的に取り組もう

と思っています。 【文： 狹 雅則】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

我々のクラスは３２名の少数でスタートし、オリエンテーションを初めとして、班編成や役

員選出等、クラス運営体制については、受講生の方々のご協力によりスムーズにスタート出来

ました。 

一学期の内容は講義７回、探訪５回、校外学習１回で、これまで、古代を中心とした街道及

び水運について、前田先生の元気で丁寧な講義や古代の情景を偲ばせる探訪と受講生が主体と

しての校外学習を実施しております。 

これからは、受講生と一体となり、受講して良かったと思えるようなクラス運営に努めて行

きたいと思っております。 【文： CA 葭中 勉】 

 

 

 

お蔭さまで NPO 法人 大阪府北部コミュニティカレッジは設立 5 周年を迎えました。「講演と音楽の集い」を下記の通り 

開催いたしますので、お誘い合わせの上、ご来場をお待ちしております。 

（詳細は後日 チラシにてご案内いたします。） 

●日時：２０１７年 １１月２９日（水） 

       開場  １２：３０  

       開演  １３：００  

●会場：豊中市立芸術文化センター（中ホール） 

●協賛金：１，０００円 

●プログラム 

第一部 講演 「セカンドステージは水郷の手漕ぎ船頭」 

       ～２０１４年 テレビ朝日「人生の楽園」にて紹介～ 

      田頭政泰【ﾀｶﾞｼﾗ ﾏｻﾔｽ】氏 （元大阪府立高等学校長） 

 

第二部 弦楽四重奏 

日本センチュリー交響楽団   

曲目：『アイネ・クライネ・ナハトムジーク』、『G 線上のアリア』他（予定） 

街道と水運の史跡を探る科 ５期生 豊中教室 

ONCC ５周年記念「講演と音楽の集い」のご案内 
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平素は当法人へ格別のご支援・ご協力を頂き厚くお礼申し上げます。 

つきましては、平成２９年度「ＯＮＣＣ正会員」にご加入くださいますようお力添えをお願い申し上げます。 

会員の皆様には、各学科・公開講座・イベント等に優先的にご参加いただけます。 

茨木連絡事務所へお電話をください。申込書と年会費３，０００円の郵便払込用紙を郵送します。 

  電話 ０７２－６４６－９４２２  ＦＡＸ ０７２－６４６－９４２３ 

 編集後記   

暑かった夏休みも終り、勉学に、運動に適した爽やかな季節、「秋」がもうすぐ訪れます。 

ONCC ニュースも入学式の時に、第９号を発行して以来少し時間が経ちましたが、今回 

各学科の活動を主体に、秋号として発行する運びとなりました。他の学科の仲間たちが 

どのように、それぞれが それぞれの科目を学習し、運動や、校外学習、仲間づくりを 

愉しんでいるのかを、記事を通して垣間見てください。（佐々木） 

 

 

 詳細は“案内チラシ”をご覧ください。 ＯＮＣＣ連絡事務所 ☎ 072-646-9422 

 

 

ふれあい事業推進部は卒業生を中心に、互いの交流、地域活動を目的として、平成２８年度に発足し、「とよの農園」、「と

どろみ農園」、「げんき塾」、「居場所づくりプロジェクト『ループ』」、「歩こう会」、「活動会」があります。 

とよの農園は野菜科ＯＢが担当畝で思い思いの野菜づくりに挑戦しています。８月には、

近くの高齢者施設の収穫体験を行いました。 

とどろみ農園は花と野菜づくりの講座で、今、向日葵が咲き誇っています。畑では７月に

箕面子育てサークルの収穫体験を行いました。 

げんき塾は毎月第１金曜に豊中の刀根山蛍池会館で、いろん

なイベントと喫茶で地域の皆さんと交流し、楽しんでいただ

いています。７月はヘルマンハープの伴奏で、みんなで歌を楽しみました。 

居場所づくりプロジェクト「ループ」は世代間交流、地域の皆さんの居場所づくりとして、

岡町駅近くのコミュニティカフェ「kitto」で、子ども食堂、学習支援の場を毎月１回（土曜）

開設し、７月より活動を始めています。 

歩こう会は視覚障がい者の方、車いすご使用の方と一緒に、毎月第１月曜に街、里山を歩

き、歴史散策、花見などを楽しんでいます。７月には長岡京の歴史巡りコースを歩いて来ま

した。 

活動会は卒業生、在校生に呼掛け、高齢者、体の不自由な方、子育て支援等 社会貢献の一

助として、自分に出来ることはないかと思っておられる方、特技、資格を持っておられる方

に登録していただき、先ずは福祉施設でのボランティ活動を目指しています。現在、２５名の方が登録されています。 

 

 

 

 

 

 

 

学   科 開催期日・１０～１２時 教    室 定 員 

わくわくアウトドア科 １０月 ５日（木） 吹田市立山田市民体育館 １０名 

歴史と古典文学を学ぶ科 １０月１３日（金） 関西アーバン銀行 豊中支店（４F ホール） １０名 

歴史と文学の人と心を学ぶ科 １０月１６日（月） 摂津市立コミュニティプラザ（２F） １０名 

水彩とパステルのアート科 １０月２０日（金） 北千里ディオス１番館（３F） １０名 

キャンバスライフ(水彩)科 
１０月２３日（月） 

１３～１５時 
高槻南スクエア（ファイブプラザ４F） １０名 

地域福祉を学ぶ科 １０月２６日（木） 豊中市立福祉会館 １０名 

歴史のロマンと謎に迫る科 １０月２７日（金） 茨木市福祉文化会館(２０２号室) １０名 

歴史のロマンと謎に迫る科（中世） １０月３１日（火） 関西アーバン銀行 豊中支店（４F ホール） １０名 

音楽を楽しく学ぶ科 １１月１７日（金） ナムの広場(正福寺)  １０名 

オープンキャンパスの開催予定 

ふれあい事業推進部 

ＯＮＣＣ会員の入会ご案内 

歩こう会 

とどろみ農園 

げんき塾 


